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総合評価はどのような要因によって変化し、
どのようなホテルの側面が影響しているのか分からない

宿泊先を決める際にホテルの総合評価は
そのホテルの第一印象となる[1]

ホテルレビューの総合評価に寄与する要因を
項目別評価、レビューから解明する

単語抽出

学習

SHAP

・使用データ：楽天トラベルデータ
➢ 約2.9万のホテルに対するレビューデータ(全656万件)

・解釈方法：「SHAP」
➢ 機械学習に不足するモデルの解釈性を構築する
➢ 説明変数が目的変数の予測にどの程度寄与しているのか算出

本研究では、楽天株式会社の協力のもと、国立情報学研究所の提供を受ける
「楽天データセット」を利用させていただきました。
ここに記して謝意を表します。

◆説明変数となる単語の再考

◆項目別評価とホテルレビューのどちらが総合評価に寄与
する要因なのかの解明
➢ホテル側は総合評価を上げるためにどんな施策を行うべ
きなのか明確にできる

2019年のレビューデータのうち、約10万件を抽出
伊草ら[2]をもとに説明変数となる単語を選定
「立地」「部屋」「食事」「風呂」「サービス」
「設備」の6つの項目の類義語上位10単語

サービス

目的変数：総合評価(5段階評価)

説明変数：項目別評価(5段階評価) or 抽出された単語

結果の可視化

ホテルレビューの総合評価に寄与する要因の解明

各項目の星評価
では・・・

比較

ホテルレビュー
では・・・

部屋

総合評価

総合評価に寄与する要因は
項目別評価とレビューで異なる
➢ ユーザーの評価する観点が
異なる可能性
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